
第６学年 算数科学習指導案 

日時  令和６年１１月１３日（水） 

                              ５校時（１３：３５～１４：２０） 

場所  ６年生教室 

 

 

１ 単元について 

（１）単元名 「比」 

 

（２）単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）単元間のつながり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 比の意味や性質について理解し、比を用いて数量の関係を考察することができる。 

≪知識・技能≫ 

 比の意味や表し方、比の値、比の性質などについて理解し、２つの数量の関係を比で表したり、等

しい比をつくったり、比を簡単にしたりすることができる。 

≪思考・判断・表現≫ 

 数量の関係について、割合に注目して捉え、比で表すことができる。また、比の性質などを用い

て、問題を解決したり、解決方法を説明したりすることができる。 

≪主体的に学習に取り組む態度≫ 

 割合を比で表すよさや比を用いた問題解決のよさに気付き、生活や学習に生かそうとする。 

 

 

【第６学年 比】 

・比の意味と表し方 

・比の値と等しい比の

意味や求め方 

・比の性質を活用した

問題解決 

【第６学年 拡大図と縮図】 

・拡大図、縮図の意味と用語 

・拡大図、縮図の性質とかき方 

 

【第６学年 比例と反比例】 

・比例を活用した問題解決 

・比例の性質、式表示、グラフ 

【第５学年 割合】 

・割合、百分率、歩合の意

味と表し方 

・割合、比較量、基準量の

関係と求め方 

 

 



２ 児童の実態について 

本学級の児童は男子６名、女子１０名、計１６名の学級である。普段の生活では、どの児童も言われ

たことに対し素直に取り組むことができる。授業では、算数を苦手と感じている児童もいる中、まずは

個人でできるところまで考えようとする前向きな姿がある。 

本単元の学習を始めるにあたり，児童の実態を把握するために，レディネステストを実施した。また、

今年行った全国学力状況調査の結果をもとに児童の実態を調べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

レディネステストの結果から、割合の学習において百分率を求めたり小数で表した割合を求めたりす

るなど基本的な知識は多くの児童が理解していた。しかし、基準量や比較量を求める問題では、正答率

が４３.８%と半分以上の児童ができていなかった。問題文から基準量や比較量が何か理解していないこ

とや単に公式を覚えて理解しようとしていることが考えられる。 

また、全国学習状況調査の結果から本単元の領域でもある「変化と関係」に弱さがあることが分かっ

た。歩く速さを比べる問題では、時間を求めるために（長さ）÷（速さ）と立式し単位量当たりの大き

さとして考えれば良いことに気付いていたり、長さや時間の情報を読み取ろうとしていたりする児童は

半数以上いた。しかし、計算結果を基に問われていることを言葉で表現できた児童は２０％と正答率が

低かった。このことから、計算して答えは出せても何を問われているのか、自分は何を求めているのか

理解していない児童が多いと考えられる。また今回のように問題の情報量が多く、答えを導くために複

数計算しないといけないような問題だと、情報が整理できず求められない児童が多いことが分かった。 

本単元では、２つの数量を基に部分と部分同士を考察したり２つの数量を配分したりする場面でどう

比で表せばよいのか考える。児童の実態から、比の値がそれぞれ何を意味しているのか十分に理解しな

いまま問題に取り組むことが予想される。単元前半の比の表し方の学習や後半の比の利用の問題では、

困り感をもつ児童を中心に、図や式を比の値と結び付けて考えることを大切にしていく。教師側から図

を提示して考えるだけでなく、問題文を基に児童自身が図で表現できる力が身につくよう単元全体で指

導していく。 

また前時に学習する「比の性質を使って求める」「比の値を使って求める」「比の１にあたる大きさを

求める」解法を掲示し、本時の解決の見通しがもてるようにする。 

 

 

【図表１】第５学年「割合」による 

レディネステストの結果（８月）  

【図表２】R６全国学力状況調査の結果（４月）  



３ 教材について 

児童はこれまで、第５学年の「割合」で a の b に対する割合 p が a÷b の計算で求められることを学習

してきている。つまり１つの数量をもとにして他の数量の割合を考える学習をしてきている。本単元で

は、２つの数量の割合を比で表すことを扱う。比の意味や表し方を理解させるとともに、比を活用でき

るようにすることをねらいとしている。 

 数量関係を考察するにあたっては、図や式などを用いて２つの量の間にある関係を表したり、それら

を読み取ったりすることが有効である。これまでの学年と同様に、目的に応じて図や式を適宜用いて、

数量の関係を考察していく。 

 また、比を活用した問題の解決の仕方を説明させたり身の回りから比が使われている場面を探したり

する数学的活動を通して、表現力や算数を生活に活用しようとする態度を育てていくようにしたい。 

  

４．下呂市小学校算数部会の研究主題に関わって 

 

 

 

   

 

 

研究内容１について 

 本単元全体を通して、授業の中に「スクランブル交流」を位置付ける。スクランブル交流では、交流

を始める時間を設定せず、児童が必要と感じた時に交流することができるようにする。交流を始める時

間を設定しないことで、児童にとって必要性のある交流になると考える。交流する際、困り感をもつ児

童はタブレットで仲間の意見を参考にしたり自分から質問したりするよう促し自分の考えをもてるよう

にする。教室にはホワイトボードを準備しておき、必要に応じていつでも活用できるようにする。 

また、児童の実態として交流していることが十分に理解できていないまま次の活動に取り組んでいる

ことがある。そのため、交流の終盤に「自分の考えを見直す・修正する時間」を設定し、交流したこと

を基に、自分が理解できていなかったことを書き加えたり、もう一度とき直したりするよう促す。この

時間を設定することで交流したことを本当に自分は理解できているのか、自分はどこが理解できていな

かったのか児童自身が把握できると考える。授業内容が理解できている児童は、この時間を活用し授業

のまとめをしたり、練習問題に取り組んだりするなど、自分の学習状況に合わせて取り組めるようにす

る。 

 

研究内容２について 

 本単元において「飛翔シート」という授業の振り返るシートを活用する。この振り返りシートは、毎

時間の学習内容を振り返る項目と自身の学習の学び方を振り返る項目の２つが含まれる。 

学習内容を振り返る項目では、本時のまとめと本時の授業で活用した大事な考え方をまとめる。学習

内容や活用した考えを言葉にまとめることで授業内容の理解が深まると考える。 

学び方を振り返る項目では、交流の視点を意識して話し合えること、自分たちでより良い学び方を見

つけていくことを目的に行う。 

 

５．指導計画と評価規準 

研究主題  

「味方・考え方を働かせ、数学的に考える児童を育てる指導の在り方」 
研究内容１ 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的に考える児童を育てる数学的活動の明確化 

研究内容２ 主体的、対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 



小単元 比の表し方 等しい比 

時 １ ２ ３ 

ねらい 同じ味のドレッシングを作る方法
を考える活動を通して、同じ割合
であれば良いことに気付き、比の
意味や表し方を理解できる。 

同じ割合で表し方が異なる２つの
比を比べる活動を通して、１とみ
る大きさを変えることで割合が同
じになることに気付き、同じ味に
なる理由を見出している。 

比の値の意味を知り比の値を調べ
る活動を通して、比の値によって
比を比べることができることに気
付き、比の値から様々な比を比べ
ることができる。 

評価規準 
（◎は記録に

残す評価） 

「比」の用語の意味と表し方を理
解している。【知識・技能】 

１とみる大きさを変えることで同
じ割合になることを見出している 
【思考・判断・表現】◎ 

比の値の意味を理解し表すことが
できる。 
【知識・技能】 

  

１ 問題を把握し、考えの見通し
をもつ。 
 
 
 
 
 
２ 課題をつかむ 
 
 
 
 
 
３ 「比」の意味を理解する 
 
 
 
 
 
 
・大さじ１杯分を１とみると酢の
量は２とみることができる。 

・大さじ１杯分を１とみるとサラ
ダ油の量は３とみることができ
る。 

⇒２：３（二対三）と表すことが
できる。 

 
３ 個人追究・スクランブル交流

をする（まことさんのドレッ
シングの比） 

 
 
 
 
 
 
ゼリーのカップ１杯分を１とみる
と、酢は２、サラダ油は３とみる
ことができる。なので、ストサラ
ダ油の比は２：３となるから同じ
味になる。 
４ 本時のまとめをする 
 
 
 
 
 
 
 

１ 問題を把握し、考えの見通し
をもつ。 
 
 
 
 
 
 
 
〇○いのドレッシングを比で表す 
・大さじ１杯分を１とみると、酢
は４、サラダ油は６とみること
ができるから、４：６。 

〇比の表し方は違うのに、問題文
からどちらも同じ味になること
を確認し課題に繋げる。 

 
２ 課題をつかむ 
 
 
 
 
３ 個人追究・スクランブル交流

をする 
 
 
 
 
 
大さじ２杯分を１とみると、酢は
２、サラダ油は３とみることがで
きる。あと同じ比になるので同じ
味であるといえる。 
 
〇比は何を１とみるかによって
色々な表し方ができることを理
解してまとめに繋げる。 

 
４ 本時のまとめをする 
 
 
 
 
 
 
５ 練習問題に取り組む 
教科書 P１５０の🏴２、🏴３ 
みかさんのドレッシングの酢とサ
ラダ油の量も２：３の比になるこ
とをおさえ、次時に繋げる。 

１ 問題を把握し、考えの見通し
をもつ。 
 
 
 
 
 
 
 
〇前時までの学習から、○あと○い
と○お は、同じ２：３の比であ
ることをおさえる。 

〇○あ の比からサラダ油は酢の量
の何倍になっているか考える。 

 
２「比の値」の意味を 

理解する 
〇○あから２：３の比の値は 
 表せることを理解する。 
 
 
３ 課題をつかむ 
 
 
 
４ 個人追究・スクランブル交流

をする 
 
〇○いと○お を比の値で表す。 
 また、３つの比の値を見て気付
いたことを交流する。 

 

○いの比の値：４÷６＝ ＝ 

○おの比の値：６÷９＝ ＝ 
 
〇比の値が等しいことを「比は等
しい」ということを理解する。 

〇比の値を調べることで、比の表
し方が違っていても、比が等し
いかどうか調べることができる
ことをおさえ、まとめに繋げ
る。 

 
 
３ 練習問題に取り組む 

・教科書 P１５１🏴１ 

・ウェブラーニング（３時間目） 
 

  「１とみる」ということがどうい
うことなのか分からない。 
⇒Ｐ１４８の図を使いながら、同
じ量のものを、mlやｇといっ
た具体的な量ではなく１と考え
ていることをおさえる。 

同じ味になる理由が分からない。 
⇒同じ味であるということは２：
３の比であることを確認し、図
からどのようにしたら２：３と
みることができるか考えるよう
促す。 

比の値の表し方が分からない。 
⇒○あの比の値の表し方を黒板に
提示し、黒板を見ながら取り組
むよう促す。 

 

主
な
学
習
活
動 

つ
ま
ず
き
に 

対
す
る
手
立
て 

１４７ページの○あ、○いと、前

のページの○お のドレッシング

で、酢の量は、サラダ油の量の

何倍になっていますか。 

１４７ページの○あ、○いのドレ

ッシングは同じ味です。○い の

ドレッシングの酢とサラダ油の

量を比で表しましょう。 

○課比の表し方は違うのに同
じ味になる理由を考えよ
う。 

○ま比の表し方は違うのに同
じ味になるのは、何を１
とみるかによってちがう
からで、どちらも同じ比
であるから。 

○あと○えのドレッシングの、酢

とサラダ油の量について調べま

しょう。 

○課まさとさんは、学校で作っ
たドレッシングと同じ味が
作れたのだろうか。 

○ままさとさんは、学校で作
ったドレッシングと同じ
味が作れた。なぜなら、
どちらも酢とサラダ油の
比が２：３だから。 

○課比の値を調べ、ひみつを
考えよう。 

教科書図 

教科書図 

教科書図 



小単元 等しい比 

時 ４ ５ ６ 

ねらい 割合の等しい２つの比を比べる活
動を通して、両辺を同じ数でわっ
たりかけたりしていることに気付
き、同じ数でわってもかけても比
は等しいことを見出している。 

大きな数の比を分かりやすくする
方法を考える活動を通して、でき
るだけ小さい整数で表せばよいこ
とに気付き、比の性質などを使っ
て比を簡単に表すことができる。 

小数や整数で表された比を簡単に
する方法を考える活動を通して、
まずは整数になおせばよいことに
気付き、簡単な整数の比で表すこ
とができる。 

評価規準 
（◎は記録に

残す評価） 

等しい比には、どんなきまりがあ
るのか見出している。 
【思考・判断・表現】 

比の性質や比の値、公約数を使っ
て比を簡単にすることができる。 
【知識・技能】 

比の性質を使って、小数や分数で
表された比を簡単にすることがで
きる。【知識・技能】◎ 

  

１ 問題を把握し、考えの見通し
をもつ。 

 
 
 
 
 
２ 課題をつかむ 
 
 
 
３ 個人追究・スクランブル交流

をする 
①右辺は左辺の２倍したもの 
 
 
 
 
②左辺は右辺を２でわったもの 
 
 
 
 
 
４ 他の場合でも成り立つか 

調べる 
（２：３と６：９の関係を調べる） 

・２と３をそれぞれ３倍したものが

６：９になっている。 

・６と９をそれぞれ３でわったもの

が２：３になっている。 

 

〇比のそれぞれの値に同じ数をかけ

ても同じ数でわっても比は等しく

なることを理解しまとめに繋げる 

 

５ 本時のまとめをする 

 

 

 

 

 

６ 練習問題に取り組む 

・教科書 P１５１🏴２、🏴３ 

・ウェブラーニング（４時間目） 

１ 問題を把握し、考えの見通し
をもつ。 

 
 
 
〇前時との違いを考える。 
・今までよりも数が大きい比 
 
〇分かりやすく表すには、できる
だけ小さい整数の比にすればよ
いことを理解する。 

〇小さな整数の比にするには比の
性質が使える見通しをもち課題
に繋げる。 

 
２ 課題をつかむ 
 
 
 
 
３ 個人追究・スクランブル交流

をする 
①公約数でわる 
 
 
 
 
 
 
②比の値を求めて約分する 
 
 
 
 
 
〇できるだけ小さな整数の比に表
すことを「比を簡単にする」と
いうことを理解する。 

 
４ 本時のまとめをする 
 
 
 
 
 
 
５ 練習問題に取り組む 
・教科書 P１５３🏴４、🏴５ 
・ウェブラーニング（５時間目） 

１ 問題を把握し、考えの見通し
をもつ。 

 
 
 
 
 
 
 
〇前時との違いを考える。 
・○あは比が小数で表されていて

○いは比が分数で表されている 
 
〇○あと○い の比を簡単にするには
まずは整数にする必要があるこ
とを理解し、課題につなげる。 

２ 課題をつかむ 
 
 
 
 
３ 個人追究・スクランブル交流

をする 

○あ 0.9：1.2 

 
 
 

○い    :   

 
 
 
 
〇比を整数に直すだけでなく、比
を簡単にできないか考えること
も大切であることをおさえる。 

 
４ 本時のまとめをする 
 
 
５ 練習問題に取り組む 
 
 

 

５ 練習問題に取り組む 

・・教科書 P１５４🏴６ 

・ウェブラーニング（６時間目） 

  等しい２つの比にどのような関係
があるか分からない。 
⇒「つばさ」「ゆい」の考えを提
示し、□に入る数字を考える。 

 かける数やわる数を見て、どの
ようなことがいえるか考えるよ
う促す。 

比を簡単にする方法が分からな
い。 
⇒前時の学習から同じ数でかけた
りわったりしても比は等しいこ
とをおさえ、同じ数でわってい
けば小さな整数の比になること
を伝え取り組むよう促す。 

小数や分数で表した比を整数
にする方法が分からない。 
⇒前時までの学習から同じ数
をかけても比は等しいこと
をおさえる。いくつかけた
ら整数になるか問いかけな
がら取り組めるようにする 

 

主
な
学
習
活
動 

つ
ま
ず
き
に 

対
す
る
手
立
て 

○課小数や分数で表した比を
整数にする方法を考えよ
う。 

右の○あと○いのうち、３：４と

等しい比はどちらですか。 

○あ 0.9：1.2 

○い    :   

○ま小数や分数で表した比を
整数にするには、比の性
質を使って同じ数をかけ
たり、ある数を１とみて
考えたりすればよい。 

４８：７２をわかりやすく表し

ましょう。   

○課比を分かりやすく表すに
はどうすればよいだろ
う。  

○ま比を分かりやすく表すに
は公約数でわったり、比
の値を求めて約分したり
すればよい。 

２：３や４：６などの等しい２

つの比には、どのような関係が

あるか説明しましょう。 

○課等しい比にはどのような
関係があるのだろう。 

○ま等しい比は、それぞれの
数を同じ数でかけたもの
や同じ数でわったものに
なる。 

教科書考え方① 

教科書考え方② 

教科書 

考え方① 

教科書 

考え方② 

教科書考え方③ 

教科書 
考え方① 

教科書 
考え方② 

教科書 
考え方① 

教科書 
考え方② 



 

小単元 比の利用 たしかめ問題 

時 ７ ８（本時） ９ 

ねらい 2つの数量の比と一方の数量から
他方の数量の求め方を考える活動
を通して、比の性質などを使えば
良いことに気付き、既習事項を基
に他方の量を求めることができる 

比例配分する方法を考える活動を
通して、比の性質などを使って考
えれば良いことに気付き、既習事
項を基に部分の量を求めている。 

基本的な学習内容を理解している
か確認し、それに習熟する。 

評価規準 
（◎は記録に

残す評価） 

２つの数量の比と一方の量から、
他方の量を求めることができる。 
【知・技】 

既習事項を基に比例配分の問題の
解決方法を考えている。 
【思・判・表】◎ 

問われていることに対して正しく
求めることができる。 
【知識・技能】◎ 

  

１ 問題を把握し、考えの見通し
をもつ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇問題文をもとに図に表す。 
 
２ 課題をつかむ 
 
 
 
３ 個人追究・スクランブル交流

をする 
〇既習事項を参考にし、3 人の考
えはそれぞれどんな考えを使っ
て求めているか考える。 

ゆうと：比の性質 

 りな ：比の値 

クレア  ：１にあたる大きさ 
 
〇それぞれの考えを使って答えを
求める。 

比の性質 

３：４＝Ｘ：３６ 

  Ｘ＝２７ 答え２７ｃｍ 

 

比の値 
３６× ＝２７答え２７ｃｍ 
 
１にあたる大きさ 
３６÷４＝９ ９×３＝２７ 
答え２７ｃｍ 
 
４ 本時のまとめをする 
 
 
 
 
 

５ 練習問題に取り組む 

・教科書 P１５５🏴１、🏴２ 

・ウェブラーニング（７時間目） 

１ 問題を把握し、考えの見通し
をもつ。 

 
 
 
 
 
〇問題文を基に図に表し、前時と
の違いを考える。 

・昨日は片方の量は分かっていた
けれど今日はどちらの量も分か
らない。 

２ 課題をつかむ 
 
 
 
 
３ 個人追究・スクランブル交流

をする 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇サラダ油の量を考える。 
 
 
 
 

全体量の比を求めてから、比の性

質や１にあたる大きさを考えれば

求められることをおさえまとめに

繋げる。 
４ 本時のまとめをする 
 
 
 
 
 
 
５ 練習問題に取り組む 

・教科書 P１５６🏴３、🏴４ 
・ウェブラーニング（８時間目） 

１．課題をつかむ 
 
 
 

教科書 P157、P158に取り組む。 

  縦の長さを求める方法が分からな
い 
⇒線分図から１目盛り（比の１に

あたる大きさ）はいくつにな
るか考えるよう促す。 

 

 分からないこと、忘れてしまった
ことは、まずは教科書やノート、
タブレットで振り返るよう促す。
問題によって困り感が多い場合
は、全体で確認しながら取り組
む。 
 

 

つ
ま
ず
き
に 

対
す
る
手
立
て 

主
な
学
習
活
動 

○課学んだことを生かして 
解こう。 

 
ドレッシングを１５０ｍＬ作ろ

うと思います。ストサラダ油の

量を２：３の割合で混ぜると

き、酢は何ｍＬ必要ですか。 

○課全体量から分けた量を求
める方法を考えよう。 

はるかさんの弟のサッカーはク

ラブの旗は、縦と横の長さの比

が３：４の長方形になっていま

す、横の長さを３６ｃｍにして

旗を作るとき、縦の長さを何ｃ

ｍにすればよいでしょうか。 

○課比をもとに、一方の量を求
める方法を考えよう。 

○ま 比をもとに、一方の量を求
めるには、比の性質や比の
値を使ったり、１にあたる
大きさがいくつか考えたり
すればよい。 

○ま全体量から分けた量を求め

るには、全体の比を求めて

から比の性質や比の値など

を使って考えればよい。 


